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研究がスタートして約３ヶ月経ち、提案授業①の授業検討会が先日終了しました。各グルー

プの記録から、「良かったと思われるこどもの学びの姿」が予想以上にたくさん見られ、教師

の見取る力や授業づくりがうまく行っている様子が感じ取られます。 

一方、「主体的・対話的で深い学び」に視点を置いた授業づくりにおいては、疑問や質問も

ありました。全職員で課題を共有し、少しずつ解決していきたいと思います。モヤモヤ解決の

ため、９月には研修会を予定しています。少しでも、私たちの授業力向上へつなげ、こどもた

ちに還元できるよう、次回の研究日も仲間と対話しながら、授業づくりと授業改善に取り組み

ましょう。 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

障害の重いこどもの

見取り方は？ 

【取り扱った教科等】  

・生活単元学習 

・遊びの指導 

・音楽 ・体育  

・道徳科 

【取り扱った教科等】 

・作業学習 

【取り扱った教科等】 

・生活単元学習 

・数学 

いろいろな先生から 

授業の意見ほしい！ 

合わせた授業って、 

目標と評価が曖昧 

問いに対する 

反応○低  

受け身のこども 

○多  

対話的な学びの姿、 

「報告、連絡、相談」○多  

指導の工夫は？ 

対話的な姿 

○少○難  

深い学びの姿 

○少○難  

対話的な学びに

反応○少  

作業学習での 

対話的学びの場面は？ 

 

学びの姿の 
仕分け 

○難  

「実現したい 

こどもの姿カード」役立った！ 

「主体的・対話的で

深い学び」って、 

どういうこと？ 

 イメージ 

もてない 

言葉でなくても 

大丈夫？ 

注目するための 

有効な手立ては？ 

 

生徒同士の 

関わる場面○少  

どうつなげて 

  いくの? 

評価できる 

ものなの？ 

 

イメージ 

もてない 

授業の中で、 

３つの視点の姿、 

毎回必要? 

 

  こどもが主体的で、こど

も同士の対話をとおして必

然的に深い学びを成立 

させる手立ては？ 

協働した課題解決場面 

増やしたい！ 

 

第１回 授業検討会記録より 


